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運用報告書（全体版） 

グローバル・スマート・ 
イノベーション・オープン 

（年２回決算型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ⅰシフト（ヘッジあり） 

 
 

第11期（決算日：2022年６月６日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「グローバル・スマート・イノベー

ション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり」

は、去る６月６日に第11期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年12月５日まで（2017年３月３日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式等 

運用方法 

・情報技術およびその派生分野に関連する企
業のうち、革新的技術等によって今後の成
長が期待される企業の株式等に投資を行い
ます。 

・株式等の運用にあたっては、ティー・ロウ・
プライス・アソシエイツ・インクに運用指
図に関する権限を委託します。 

・原則として為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減をはかります。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制
限を設けません。 

分配方針 

毎年６月５日および12月５日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、経
費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。収益分配
金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て決定します。ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わないことがあります。
原則として、決算日の基準価額水準が当初元
本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分
配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合
があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント

上記は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・イン
クの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

　当期の運用に主眼をおいたポイントをご説明さ
せていただきます。

■運用のポイント
　当ファンドは、テクノロジー企業に幅広く投資
しており、特に革新的技術を有する企業に注目し
ています。
　テクノロジー・セクターは、イノベーションが
変化に拍車を掛け、既存の業界が破壊されたり新
たな業界が創り出されたりすることがあります。
こうした創造的破壊は短期間で進展する傾向があ
り、「勝者総取り」となることがあります。勝ち
負けを見極め、常に勝ち組に投資する「変革の正
しい側にいる」ことが重要と考えています。また、
広範な投資機会の中から、厳しい環境や市場サイ
クルを乗り切れると思われる企業を見極め、リス
クとリターンのバランスに優れたポートフォリオ
の構築を目指しています。そのため、保有銘柄や
潜在的投資対象について、競争優位性や成長見通
し、経営陣の質、ビジョンの一貫性、財務体質、
持久力などを細かく分析します。こうした企業を
バリュエーション（投資価値基準）が魅力的な時
に購入したいと考えています。変化のスピードが
速く、短期的な業績に注目しがちな市場の傾向な
どから生まれる価格の歪みも積極的に利用する方
針です。

■運用環境見通しおよび今後の運用方針
　足元、インフレやテクノロジー企業に対する規
制強化、米国での金融政策の一層の引き締め方向
への姿勢に加え、ロシア・ウクライナ情勢など地
政学リスクの高まりなどを背景にテクノロジー関
連銘柄は下落しましたが、テクノロジー関連銘柄
の長期的な成長性に対する確信度に変わりなく、
多くの企業のファンダメンタルズは依然として強
固です。テクノロジーが果たす役割が増す中、革
新的技術を生み出す企業やその恩恵を受ける企業
は今後も高成長を続けるとみています。
　足元の変動性が高い市場環境については投資の
好機と捉えています。堅調なファンダメンタルズ
や成長が見込まれる一方で、投資家心理の影響か
らリスク回避的な株価下落が見られることがあり
ます。こうした市場の短期的な動きに惑わされる

ことなく長期的な視点を維持し、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される銘柄への投資を通
じて、超過収益の獲得を目指します。また、新型
コロナウイルス感染拡大などを背景とした巣ごも
り需要で一時的な恩恵を受けただけの企業と、真
に持続的な成長性を有し、競争優位なポジション
を確立していく企業との選別が重要になると考え
ています。
　様々なトレンドを注意深く追い続け、先進国、
新興国の双方で、テクノロジーの急速な進歩を先
導する企業、あるいはイノベーションの恩恵を受
ける企業の見極めに注力したいと考えています。
このような環境下、ソフトウェア・サービス関連
企業、インターネット関連企業、半導体関連企業
に注目しています。
　ソフトウェア・サービス関連銘柄では、多くの
企業が事業の継続性や効率性の向上、競争力の強
化を目指してクラウドへの移行を加速させる中、
競合他社よりも優れたサービスで需要に応えて業
界を革新し、市場シェアを拡大できる企業に注目
しています。インターネット関連銘柄では、メタ
バース（仮想空間）への関心が高まる中、関連す
るプラットフォームやサービスを提供する企業に
長期的な利益成長を期待している一方で、データ
のプライバシーや製品の安全性、独占禁止法など
に関連したリスクが高まっていることから、一部
大手企業に慎重な姿勢を強めています。半導体関
連銘柄では、様々な分野での先進的な半導体の需
要が増加する中、地政学リスクやサプライチェー
ン問題などにも対処しながら大量生産ニーズに対
応できる企業などに注目しています。

ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク
ヴァイス・プレジデント - ポートフォリオ・マネジャー
アラン・チュウ, CFA
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(配当込み、 
現地通貨建て) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

７期(2020年６月５日) 10,000 1,882 21.4 18,805.75 13.1 87.9 － － 1,247 

８期(2020年12月７日) 10,000 3,780 37.8 24,278.17 29.1 86.2 － － 2,913 

９期(2021年６月７日) 10,000 487 4.9 27,158.52 11.9 86.1 － － 7,022 

10期(2021年12月６日) 10,001 535 5.4 31,111.30 14.6 78.3 － － 6,299 

11期(2022年６月６日) 5,321 0 △46.8 25,775.77 △17.1 96.6 － － 3,143 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ACWI Information Technology Index（配当込み、現地通貨建て）（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置

ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩは何ら保証するものではありません。またその著作権は

ＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報

保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 
(配当込み、 
現地通貨建て) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年12月６日 10,001 － 31,111.30 － 78.3 － － 

12月末 9,838 △ 1.6 32,917.46 5.8 94.6 － － 

2022年１月末 7,566 △24.3 29,219.88 △ 6.1 95.7 － － 

２月末 7,426 △25.7 28,663.07 △ 7.9 95.7 － － 

３月末 7,565 △24.4 29,885.16 △ 3.9 95.7 － － 

４月末 5,916 △40.8 26,133.63 △16.0 95.9 － － 

５月末 5,327 △46.7 26,064.61 △16.2 96.5 － － 

(期  末)        

2022年６月６日 5,321 △46.8 25,775.77 △17.1 96.6 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

運用経過
第11期：2021年12月７日～2022年６月６日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

1,000

4,000

7,000

10,000

13,000

（百万円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2021/12/６ 2022/２/３ 2022/４/５ 2022/６/６

参考指数：左目盛

基準価額：左目盛
純資産総額：右目盛

第 11 期 首 10,001円
第 11 期 末 5,321円
既払分配金 0円
騰 落 率 －46.8％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

基準価額は期首に比べ46.8％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

個別銘柄（SHOPIFY INC - CLASS AやROBLOX CORP -CLASS 
Aなど）の株価下落などが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

第11期：2021年12月７日～2022年６月６日

投資環境について

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
グローバル・スマート・イノベーショ
ン・マザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行いました。実質組入外貨建資産に
ついては対円で為替ヘッジを行いました。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
日本を含む世界各国の株式等を主要投資
対象とし、情報技術およびその派生分野
に関連する企業のうち、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される企業の株
式等に投資を行いました。
銘柄選定に当たっては、オンライン通販
などのインターネット関連ビジネスで支
配的な地位を占める企業をはじめ、様々

なモノが無線通信などにより連携するＩ
ｏＴ（Internet of Things）や、クラウ
ド・コンピューティング、自動運転など
のＡＩ（人工知能）など、革新的な技術
に強みを持つ企業に注目しました。
なお、株式等の運用にあたっては、
ティー・ロウ・プライス・アソシエイ
ツ・インクに運用指図に関する権限を委
託しています。
銘柄入替のポイントは、クラウドを基盤
とするデータベース管理・分析サービス
の成長性や、機械学習や人工知能の発展
による市場規模の拡大などが見込まれる
ことなどから、 SNOWFLAKE  INC-
CLASS Aを新規購入しました。当面の成
長が限られると判断したことなどから、
COUPA SOFTWARE INCを全売却しま
した。

当該投資信託のポートフォリオについて

株式市況
当期のテクノロジーセクターの株価は下
落しました。
インフレ長期化を背景とした米国での金
融引き締め加速への警戒感やロシア・ウ
クライナ情勢に対する警戒感が高まった
こと、都市封鎖に起因する中国景気減速
懸念などを受け、下落しました。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI  ACWI  Information  Technology 
Index（配当込み、現地通貨建て）です。

（％）

－50.0

－40.0

－30.0

－20.0

－10.0

0.0

2021/12/６ ～ 2022/６/６

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金を決定します。原則
として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合
には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います。（資金動向
や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせていただきました。
収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針
に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第11期
2021年12月７日～2022年６月６日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 0

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
引き続き、グローバル・スマート・イノ
ベーション・マザーファンドを主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行います。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として対円で為替ヘッジを
行い、為替変動リスクの低減をはかりま
す。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
引き続き、日本を含む世界各国の株式等
を主要投資対象とし、情報技術およびそ
の派生分野に関連する企業のうち、革新
的技術等によって今後の成長が期待され
る企業の株式等に投資を行います。株式
などの運用にあたっては、ティー・ロ
ウ・プライス・アソシエイツ・インクに
運用指図に関する権限を委託します。
「スマート・イノベーション」に着目し、
情報技術の業種の範疇にとどまらず多様
な業種から、ファンダメンタルズ分析に
基づいた銘柄選定を行う方針です。
足元、インフレやテクノロジー企業に対
する規制強化、米国での金融政策の一層
の引き締め方向への姿勢に加え、ロシ
ア・ウクライナ情勢など地政学リスクの

高まりなどを背景にテクノロジー関連銘
柄は下落しましたが、テクノロジー関連
銘柄の長期的な成長性に対する確信度に
変わりなく、多くの企業のファンダメン
タルズは依然として強固です。テクノロ
ジーが果たす役割が増す中、革新的技術
を生み出す企業やその恩恵を受ける企業
は今後も高成長を続けるとみています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

2021年12月７日～2022年６月６日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 73 0.987 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (42) (0.576) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (28) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.015 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.015)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.004 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.004)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.022 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.020) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 76 1.028

期中の平均基準価額は、7,378円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.02％です。

総経費率
2.02％

運用管理費用（投信会社）
1.15％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.04％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2021年12月７日～2022年６月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 566,208 1,796,900 561,122 1,511,300 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年12月７日～2022年６月６日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 39,727,912千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 44,963,009千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.88   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月７日～2022年６月６日) 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 33,735 4,776 14.2 31,046 6,984 22.5 

 
 
 

＜グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 11,728 9,177 78.2 6,334 1,184 18.7 

平均保有割合 9.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2022年６月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 1,462,744 1,467,830 3,090,076 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年６月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 3,090,076 94.5 

コール・ローン等、その他 178,429 5.5 

投資信託財産総額 3,268,505 100.0 
 

（注） グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（34,685,031千円）の投資信託財産総

額（35,067,823千円）に対する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝130.84円 １ユーロ＝140.22円 １香港ドル＝16.68円 １ニュー台湾ドル＝4.4569円 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,187,542,796   

 コール・ローン等 153,829,146   

 グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド(評価額) 3,090,076,534   

 未収入金 2,943,637,116   

(B) 負債 3,044,440,494   

 未払金 2,993,545,584   

 未払解約金 5,835,126   

 未払信託報酬 44,982,170   

 未払利息 202   

 その他未払費用 77,412   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,143,102,302   

 元本 5,907,037,362   

 次期繰越損益金 △2,763,935,060   

(D) 受益権総口数 5,907,037,362口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,321円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 6,299,343,043円 

期中追加設定元本額 626,849,024円 

期中一部解約元本額 1,019,154,705円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.5321円です。 
 

○損益の状況 (2021年12月７日～2022年６月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        9,641   

 受取利息 192   

 支払利息 △        9,833   

(B) 有価証券売買損益 △2,652,974,563   

 売買益 177,379,297   

 売買損 △2,830,353,860   

(C) 信託報酬等 △   45,199,260   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △2,698,183,464   

(E) 前期繰越損益金 184,426   

(F) 追加信託差損益金 △   65,936,022   

 (配当等相当額) (          9,778)  

 (売買損益相当額) (△   65,945,800)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,763,935,060   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,763,935,060   

 追加信託差損益金 △   65,936,022   

 (配当等相当額) (         90,406)  

 (売買損益相当額) (△   66,026,428)  

 分配準備積立金 184,426   

 繰越損益金 △2,698,183,464   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は2,763,935,060円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年12月７日～ 
2022年６月６日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 90,406円 

分配準備積立金額 184,426円 

当ファンドの分配対象収益額 274,832円 

１万口当たり収益分配対象額 0円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の70以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中

から支弁しております。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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